
みなさんこんにちは。まだまだコロナ禍が収まらない状況ですが、今回も元気に情報をお届け頂います。
当社には、石材・タイルに関してのメンテナンス、商品の取り扱い方について、毎日数多くのお問合せを頂いております。今回の
石.NEWSは皆様から寄せられたお問合せの中から、お問合せ数の多い内容についてご紹介いたします。
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石材に発生するサビ対策
　石材での様々な汚れやシミなどの、トラブルが発生する中でお問合せの多いのが、
石材のサビ除去に関する内容です。
　当然サビの除去には石材専用のサビ除去剤の使用をお勧め致しますが、石材のサ
ビには大きく分けて2種類あります。1つはもらいサビと呼ばれる後から付着したサビ
です。もらいサビには、当社のサビ取りマジックのような中性の商品でも対応できます。
塗布すると表面が紫色に変色し、簡単に除去することが可能です。（石.NEWS vol.5
参照）
　もう１つは特にお問合せが多い石材内部から染み出すサビ、いわゆる持ちサビで
す。持ちサビが発生する石はある程度皆さんも経験があり、注意はされているかと思い
ますが、それでも発生することがあります。
　お勧めする効果的な対応は、温シップ後の拭き取りです。きれいな雑巾をお湯で
熱くし、サビが発生しているとことに温シップし、何度か繰り返し拭き上げてください。
出始めの軽いものであれば、これだけである程度対応できる場合がございます。しかし
ながら温シップでも効果がみられない場合は、酸性系のサビ除去剤をご利用くださ
い。
　その際に酸性系の除去剤にも、温シップ同様に石を温めるとより効果が発揮されま
す。実際に当社で実験をしてみました。

当社のwebサイト石のコト.com（https://ishinokoto.com）でも、業界で使用される様々な除去剤を紹介しておりますのでご覧ください。

洗浄剤を塗布する前に石材自体を温風ヒーターなどで温めておきます。（写真①）
冷えた状態と温めた状態では洗浄効果に違いが現れました。（写真②）
石材を暖めることで薬剤が浸透しやすく、大きく効果が表れたと考えられます。
尚、酸性の洗浄剤は石材のツヤを逸脱する場合がございますので、事前テストを行い取扱いには十分にご注意ください。
稲田石のサビの除去には、当社のサビトール（写真③）が非常に有効であるとも聞いています。様々な種類のサビ除去剤が
ありますので、最適な商品を選択して頂ければと思います。
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温効果対策有り 温効果対策無し



商品についてのお問い合わせ・ご注文等は、お近くの石材工具販売店様までお問い合わせください。

TOUEIドットニュースは、メールでいち早く配信しております。配信をご希望の場合は、web@touei.ne.jp へ、
メールの本文欄に会社名・お名前をご入力の上、送信ください。（右側のＱＲコードで、上記のメールが開きます）

　お盆期間中にも多くの方がお墓に参られたかと思います（今年はコロナで様相も若干変わりましたでしょうか？）。
　お盆前、お盆期間中には施主様から、お墓のメンテナンスについてお問合せが増えてきます。汚れ・シミなどの除去・目地切れ・除
草・目地切れなど、各種様々です。よくお墓参りが出来る環境であればいいですが、ライフサイクルの変化により、住んでいる所とお
墓が離れている方が多いため、年に１～2度のお参りしかできないため、お墓参り時での清掃に時間がかかるということも多いよう
です。また、仕事の関係でお参りに来られない方も増えていると伺っています。
　そんな中、当社のお取引先で、施主様とお墓の保守の年間契約を結ばれている石材店がおられます。盆・彼岸前には、墓地に出向
ききれいにされ、写真を撮り施主様に送られています。時によっては、代わりにお花を供えることもされて喜んで頂いているようです。
このように施主様と石材店がずっと関係を持たれているのは、素晴らしいことだと思います。
　墓終いという言葉が、出始めてもう何年もなりますが、施主様との絆で墓終いではない、新しい関係が出来ればいいと思います。

墓石メンテナンスのお勧め

　今回のコロナは様々な場面で様々な影響が出ております。経験したことのないことばかりです
が、まずは対策をしていることをアピールすることで、お客様に安心していただく事が第一歩です。
　当社内でもコロナ対策として、①抗菌シート活用 ②スーパー次亜水による空気清浄 ③パー
テーションの活用 ④冷感マスク配布などを行っております。
　コロナ対策もTOUEIにお任せください！！

コロナ対策関連

TOUEI Q&A

浴槽内に石を貼りたいのですが、接着剤は使用できますか？
石貼りに使用する接着剤として石材用エポキシ樹脂系接着剤（フジラックボンドEK500や
EK1000など）があります。しかし浴槽の接着にはあまりお勧めいたしません。接着剤は有機系
であることから浴槽では接着部が常に水（お湯）に浸されており、成分が水中に漏れ出る可能性
もゼロとは言えません。浴槽内の接着には無機系（セメントなど）をお勧めいたします。また、浴
室においての接着剤は乾湿が繰り返す厳しい状況ですから屋外用接着剤（フジラックボンド
EK1000）での接着をお勧めいたします。

Q1

A1

浴室内の石貼りに際し、弾性接着剤（ボンドストンコークR）で目地を施工しても大丈夫ですか？
ボンドストンコークRまたはボンドストンコークSは石材の施工において接着剤または目地コーキング材と
して多くの方に使用されており、石材に対しての有効性としては数多くの実績がございます。しかし浴室内は
ご存じの通り非常に多湿の環境であることから、カビ発生の心配がございます。ストンコークシリーズにつき
ましては、浴室専用の防カビ等の対策はされておりませんので、浴室内での使用はあまりお勧めいたしませ
ん。浴室内の目地施工には無機系の目地セメントやシリコーン系コーキング材（防カビ剤入り）をお勧めしま
す。ただしシリコーン系コーキング材は石材に対して汚染が発生する場合がございますのでご注意ください。
また、汚染対応大理石専用のシーリング材の新商品情報をキャッチしておりますので、詳細が分かり次第こ
の紙面にてご紹介させて頂きます。
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水性の防水剤を誤って違う場所に塗布し、そこだけ濡れると目立ちます。除去する方法はありますか？
残念ながら水性の防水剤の除去剤は残念ながらありません。色を合わすだけであれば、溶剤系の防水剤を全体に塗布する方法で試して
はいかがでしょうか。その際は ①完全に乾燥した状態で行うこと  ②事前にテストを行うこの2点を、必ず実施してから行ってください。
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